
2120 安中市役所　☎027－382－1111 2023年9月1日号

■日 
日
程

■時 
時
間

■期 
期
間

■場 
会
場
・
場
所

■対 
対
象
・
資
格

■内 
内
容

■定 
定
員

■￥ 
料
金
・
費
用

■持 
持
参
物

■締 
締
切

■応 
応
募
・
申
込
方
法

■申 
申
込
み
先

■問 
問
合
せ
先

■FAX 
F
A
X

☎
電
話

■e 
電
子
メ
ー
ル

■HP 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■他 
そ
の
他

□本 ＝本庁舎　□松 ＝松井田庁舎　□谷 ＝谷津庁舎　□ク ＝碓氷川クリーンセンター　□ス ＝スポーツセンター

相
　談

イ
ン
フ
ォ

　メ
ー
シ
ョ
ン

文
化・生
涯
学
習

イ
ベ
ン
ト
・

　
　ス
ポ
ー
ツ

健
康・医
療・福
祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し
・
手
続

　地域おこし協力隊の黛です。私の活
動拠点は秋間梅林ですが、住んでいる
のは宿場町とし
て栄えた松井田

町の坂本です。空き家を借りて住
んでいますが、坂本宿は昔の趣も
残っていて、地域のみなさんも優
しくて凄く住みやすい場所です。
　秋間梅林で過ごす時間が多く
なってしまいますが、今年は坂本
地区で開催されたイベントに2
回、秋間梅林のPRで参加しまし
た！近所の人がたくさん来てくれ
て、少しですが、協力隊としての
活動の様子を見てもらえて嬉し
かったです。昨年から参加してい
る碓氷峠ホタルの里まつりに今年
も参加し、物販ブースをお手伝い
させていただきました。安中市に
移住してできた2つの拠点をこれ
からも大切にしていきたいです。

Vol.54地域おこし協力隊活動報告
私の住むまち

▲公式SNS

　クレジットカードの利用明細に覚えのない事
業者から、約5千
円の請求があるこ
とに気づいた。
　以前の利用明細
を確認すると、3
か月前から同じ事
業者名で毎月請求
されていることが
わかった。

　わからないことや困ったこと、少しでも不審
に感じることがありましたら、早めに消費生活
センターにご相談ください。
■問 市消費生活センター（☎382－2228） 
相談日時▶月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前9時～午後4時30分

☆クレジットカードの利用明細は、定期的に確認する
ことが大切です。クレジットカードを利用した際に
受け取った伝票などと突き合わせて必ず確認しま
しょう。

☆利用明細は、電子明細による場合と、郵送などによ
る利用明細書（書面）の場合があります。電子明細を
選択すると、紙媒体の明細書は送付されないことが
多いようです。

☆クレジットカード会社の調査により、第三者による
不正利用だったことがわかる場合もありますが、
カード会社の補償期間を過ぎると不正利用があった
としても補償を受けることができなくなります。

☆使っていないサブスクリプション（定額を定期的に
支払うことで、一定期間、商品やサービスを利用す
ることできるサービス）の解約忘れにも注意しま
しょう。利用していなくても解約しなければ、支払
いは続きます。

クレジットカードの利用明細は必ず確認を！！

市職員が副業で収穫

秋間梅林で梅の収穫500キロ

消費生活センター
からのお知らせ

- 事例 - - ひとこと助言 -

放送大学入学生募集
のお知らせ

　放送大学は、10月入学生を募
集しています。
　10代から90代の幅広い世代、8
万5千人以上の学生が、大学を卒
業したい、学びを楽しみたいな
ど、さまざまな目的で学んでいま
す。
　授業には3つのスタイルがあ
り、BS放送やインターネットで
視聴する、また講師から直接受け
る授業があります。
　心理学・福祉・経済・歴史・文
学・情報・自然科学など、300以
上の幅広い授業科目があり、1科
目から学ぶことができます。
　資料を無料で差し上げていま
す。お気軽に放送大学群馬学習セ
ンターまでご請求ください。
　出願期間は9月12日までです。
■問 放送大学群馬学習センター
　（☎027－230－1085）

　今月の手話は「昨日」の表現をご紹介します。

　自分の体は「現在」と考え、体より前に動かすと「未来（明日）」、後ろ
に動かすと過去になります。今回は「昨日」なので後ろに動かします。
　人差し指を立て手のひらを後ろ向きにしておき、そのまま後ろ向きに
倒します。

手話コーナー
VOL.17

■問 □本 福祉課障害福祉係
（☎内線1154）

市YouTube手話チャンネル■HP 

写真②写真① ※②を横からみた様子※①を横からみた様子

　市職員の有志13人が6月3日、11日、17日の3
日間、地域おこし協力隊の受入団体である秋間梅
林観光協会で梅の収穫を行いました。
　作業は、同協会が耕作放棄地だった梅林を一部
借用し、地域おこし協力隊の黛隊員と田村隊員が
管理する梅林で実施し、3日間で約530キロを収
穫しました。
　収穫作業に従事した職員の多くが、「初めて」
の体験でしたが、同協会および地域おこし協力隊
の2人がていねいに教えてくれました。
　また「安中市の名物である梅の収穫の大変さを

知ったことで、より梅を身近に感じたとともに、
よりよいPRにつなげられそう」「地域おこし協
力隊の活動を知ることができて、市職員として背
筋が伸びた」など、前向きな感想も多かったので
今後、さらに活動の幅を広げる予定です。

　なお本事業は、公益性が高く地域課題の解決に
つながる活動に限り、職員の副業を認める「安中
市職員地域貢献活動応援制度」を利用したもので
す。


